
 

 

 

 

 

 
 

令和 6年度  

 

第 7 回 

上越市地域公共交通活性化協議会 
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日 時   令和 6年 12月 25日（水） 

   午後 1時 30分から 

会 場   市役所 木田第一庁舎 401会議室 



 

 



 

 

 

令和6年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金に係る事業評価について 

 

 

１ 要旨 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱第３条第５項及び実施要領に

基づき当協議会が実施する地域公共交通確保維持事業について、効果的かつ効率的

に事業を推進するため、補助金交付要綱の規定に基づき、実施状況の確認及び目標

達成状況等の評価を行うもの。 

 

２ 補助金名称 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金 

※参考：補助金交付要綱第１条 

「この補助金は、生活交通の存続が危機に瀕している地域等において、地域の

特性・実情に最適な移動手段が提供され、また、バリアフリー化やより制約の

少ないシステムの導入等移動に当たっての様々な障害の解消等がされるよう、

地域公共交通の確保・維持・改善を支援することを目的とする。」 

 

３ 評価対象事業 

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金（評価対象：R5.10～R6.9） 

 

４ 評価基準 

⑴ 事業実施の適切性 

A：事業が計画に位置づけられたとおり、適切に実施された 

B：事業が計画に位置づけられたとおりに実施されていない点があった 

C：事業が計画に位置づけられたとおりに実施されなかった 

 

⑵ 目標・効果達成状況 

A：事業が計画に位置づけられた目標を達成した（する見込み） 

B：事業が計画に位置づけられた目標を達成できていない点があった（一部達成

できない見込み） 

C：事業が計画に位置づけられた目標を達成できなかった（達成できない見込み） 

 

５ 事業評価 

次頁のとおり 

協議事項 

議案第 1号 
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別
添
１

令
和
　
　
年
　
　
月
　
　
日

協
議
会
名
：

上
越
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

評
価
対
象
事
業
名
：

地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
確
保
維
持
費
国
庫
補
助
金

①
補
助
対
象
事
業
者
等

②
事
業
概
要

③
前
回
（又
は
類
似
事
業
）の

事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

⑥
事
業
の
今
後
の
改
善
点

（特
記
事
項
を
含
む
）

東
頸
バ
ス
(株
)

運
行
路
線
：安
塚
線

う
ら
が
わ
ら
駅
前
～
虫
川
大
杉
駅

前
～
保
健
セ
ン
タ
ー
前

鉄
道
へ
の
接
続
に
配
慮
し
た
ダ
イ

ヤ
を
設
定
し
、
学
生
を
中
心
に
利
用

者
の
移
動
手
段
を
確
保
し
た
。

安
塚
区
総
合
事
務
所
と
連
携
し
、

お
得
な
乗
車
券
の
情
報
や
バ
ス
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
等
を
事
務
所

だ
よ
り
や
チ
ラ
シ
に
よ
り
周
知
し
利

用
促
進
を
図
っ
た
。

Ａ
事
業
が
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
と
お
り
、
適
切
に
実
施
さ
れ

た
。

Ｃ

目
標
：前
年
度
収
支
率
よ
り
改

善
も
し
く
は
維
持
す
る
。

前
年
度
16
.5
％
に
対
し
て
実
績

8.
2％
（未
達
成
）

事
業
効
果
：路
線
維
持
に
よ

り
、
沿
線
住
民
及
び
学
生
等
の

移
動
手
段
を
確
保
（達
成
）

目
標
未
達
成
の
要
因
：新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
一
般
利
用
者
の
減
少
及

び
高
田
高
校
安
塚
分
校
が
令

和
6年
3月
末
で
閉
校
し
た
こ
と

に
よ
る
通
学
の
利
用
減
に
よ

り
、
収
入
全
般
（現
金
・回
数

券
・定
期
券
）が
減
り
、
収
支
率

が
悪
化
し
た
。
（運
送
収
入
前

年
度
比
▲
52
0千
円
・収
支
率

前
年
度
比
▲
8.
3%
）

令
和
6年
4月
に
減
便
に
よ
る
運
行

の
効
率
化
を
実
施
し
た
こ
と
か
ら
、

利
用
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
鉄
道
や
他
の
バ
ス
路
線
へ
の

接
続
に
配
慮
し
た
ダ
イ
ヤ
を
検
討

す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
移
動
手
段

の
維
持
確
保
に
努
め
る
。
ま
た
、
令

和
7年
3月
に
予
定
し
て
い
る
運
賃

改
定
の
実
施
に
よ
り
、
収
支
率
の

改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
停
留
所
の

移
設
等
に
よ
り
、
利
便
性
の
向
上
を

図
る
。
加
え
て
、
安
塚
区
総
合
事
務

所
と
連
携
し
、
お
得
な
乗
車
券
の
情

報
や
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

の
案
内
等
を
事
務
所
だ
よ
り
や
チ
ラ

シ
に
よ
り
周
知
し
利
用
促
進
を
図

る
。

く
び
き
野
バ
ス
(株
)

運
行
路
線
：島
田
線
(1
)

高
田
駅
前
～
岡
原
～
曽
根
田

島
田
線
(2
)

高
田
駅
前
～
岡
原
・東
木
島
～
曽

根
田

鉄
道
（高
田
駅
）や
幹
線
系
統
へ
の

接
続
に
配
慮
し
た
ダ
イ
ヤ
を
設
定

し
、
沿
線
住
民
の
移
動
手
段
を
維

持
確
保
し
た
。

板
倉
区
総
合
事
務
所
と
連
携
し
、

お
得
な
乗
車
券
の
情
報
や
バ
ス
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
案
内
等
を

事
務
所
だ
よ
り
や
チ
ラ
シ
に
よ
り
周

知
し
利
用
促
進
を
図
っ
た
。

Ａ
事
業
が
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
と
お
り
、
適
切
に
実
施
さ
れ

た
。

Ａ

目
標
：前
年
度
収
支
率
よ
り
改

善
も
し
く
は
維
持
す
る
。

前
年
度
15
.3
％
に
対
し
て
実
績

15
.7
％
（達
成
）

事
業
効
果
：路
線
維
持
に
よ

り
、
沿
線
住
民
の
通
学
、
通
院

な
ど
の
移
動
手
段
を
確
保
（達

成
）

目
標
達
成
の
要
因
：燃
料
費
や

修
繕
費
等
の
高
止
ま
り
に
よ

り
、
運
行
経
費
は
増
加
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
か
ら
の
回
復
に
よ

り
、
運
送
収
入
の
う
ち
現
金
及

び
回
数
券
収
入
が
増
加
し
た
た

め
、
ト
ー
タ
ル
で
収
支
率
が
改

善
し
た
。
（経
常
経
費
前
年
度

比
＋
76
6千
円
・運
送
収
入
前

年
度
比
＋
17
8千
円
・収
支
率

前
年
度
比
＋
0.
4%
）

引
き
続
き
、
鉄
道
や
幹
線
系
統
へ

の
接
続
に
配
慮
し
た
ダ
イ
ヤ
を
維

持
す
る
こ
と
で
、
沿
線
住
民
の
移
動

手
段
の
維
持
確
保
に
努
め
る
。
ま

た
、
令
和
7年
3月
に
予
定
し
て
い
る

運
賃
改
定
の
実
施
に
よ
り
、
収
支

率
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
令
和

7年
4月
か
ら
開
始
を
予
定
し
て
い

る
板
倉
区
予
約
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
に
よ
り
、
接
続
性
の
向
上

を
図
る
。
加
え
て
、
板
倉
区
総
合
事

務
所
と
連
携
し
、
お
得
な
乗
車
券
の

情
報
や
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
の
案
内
等
を
事
務
所
だ
よ
り
や

チ
ラ
シ
に
よ
り
周
知
し
利
用
促
進
を

図
る
。

地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
・
事
業
評
価
（
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
に
基
づ
く
事
業
）

④
事
業
実
施
の
適
切
性

⑤
目
標
・効
果
達
成
状
況
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令
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年
　
　
月
　
　
日

協
議
会
名
：

上
越
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

評
価
対
象
事
業
名
：

地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
確
保
維
持
費
国
庫
補
助
金

①
補
助
対
象
事
業
者
等

②
事
業
概
要

③
前
回
（又
は
類
似
事
業
）の

事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

⑥
事
業
の
今
後
の
改
善
点

（特
記
事
項
を
含
む
）

地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
・
事
業
評
価
（
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
に
基
づ
く
事
業
）

④
事
業
実
施
の
適
切
性

⑤
目
標
・効
果
達
成
状
況

頸
城
自
動
車
(株
)

運
行
路
線
：佐
内
・直
江
津
循
環
線

直
江
津
駅
前
～
労
災
病
院
前
～
佐

内
入
口

鉄
道
（直
江
津
駅
）や
幹
線
系
統
へ

の
接
続
に
配
慮
し
た
ダ
イ
ヤ
を
設

定
し
、
高
齢
者
を
中
心
に
利
用
者

の
移
動
手
段
を
維
持
確
保
し
た
。

お
得
な
乗
車
券
の
情
報
や
バ
ス
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
案
内
等
を

掲
載
し
た
高
齢
者
向
け
の
啓
発
資

料
を
労
災
病
院
や
直
江
津
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
前
案
内
所
へ
設
置

し
、
利
用
促
進
を
図
っ
た
。

Ａ
事
業
が
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
と
お
り
、
適
切
に
実
施
さ
れ

た
。

Ｃ

目
標
：前
年
度
収
支
率
よ
り
改

善
も
し
く
は
維
持
す
る
。

前
年
度
15
.1
％
に
対
し
て
実
績

9.
3％
（未
達
成
）

事
業
効
果
：路
線
維
持
に
よ

り
、
沿
線
高
齢
者
を
中
心
に
通

院
及
び
買
い
物
等
の
移
動
手

段
を
確
保
（達
成
）

目
標
未
達
成
の
要
因
：

R
4.
11
.2
8～
R
5.
5.
31
の
間
運
休

し
て
い
た
昨
年
度
に
比
べ
、
運

行
回
数
が
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら

経
常
費
用
は
増
加
し
た
が
、
そ

れ
と
比
べ
て
運
送
収
入
が
伸
び

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
収
支
率
が

悪
化
し
た
。
（経
常
経
費
前
年

度
比
＋
2,
95
4千
円
・運
送
収

入
前
年
度
比
＋
88
千
円
・収
支

率
前
年
度
比
▲
5.
8%
）

引
き
続
き
、
鉄
道
や
幹
線
系
統
へ

の
接
続
に
配
慮
し
た
ダ
イ
ヤ
を
維

持
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
を
中
心
に

利
用
者
の
移
動
手
段
の
維
持
確
保

に
努
め
る
。
ま
た
、
令
和
7年
3
月
に

予
定
し
て
い
る
運
賃
改
定
の
実
施

に
よ
り
、
収
支
率
の
改
善
を
図
る
。

加
え
て
、
お
得
な
乗
車
券
の
情
報

や
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の

案
内
等
を
掲
載
し
た
高
齢
者
向
け

の
啓
発
資
料
を
労
災
病
院
へ
設
置

す
る
と
と
も
に
、
直
江
津
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
の
買
い
物
目
的
の

利
用
者
獲
得
の
た
め
、
頸
城
自
動

車
と
連
携
し
て
利
用
促
進
を
図
る
。

ア
イ
エ
ム
タ
ク
シ
ー
(株
)

運
行
路
線
：岡
沢
ル
ー
ト

新
井
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
～
中
郷
区

総
合
事
務
所
前
～
岡
沢
・稲
荷
山

鉄
道
や
幹
線
系
統
へ
の
接
続
、
通

学
に
配
慮
し
た
ダ
イ
ヤ
を
設
定
し
、

沿
線
の
中
学
生
や
高
齢
者
を
中
心

に
利
用
者
の
移
動
手
段
を
維
持
確

保
し
た
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
方
法
等
を

事
務
所
だ
よ
り
や
チ
ラ
シ
に
よ
り
周

知
し
利
用
促
進
を
図
っ
た
。

Ａ
事
業
が
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
と
お
り
、
適
切
に
実
施
さ
れ

た
。

Ａ

目
標
：前
年
度
収
支
率
よ
り
改

善
も
し
く
は
維
持
す
る
。

前
年
度
6.
3％
に
対
し
て
実
績

8.
7％
（達
成
）

事
業
効
果
：路
線
維
持
に
よ

り
、
沿
線
の
中
学
生
や
高
齢
者

を
中
心
に
通
学
、
通
院
及
び
買

い
物
等
の
移
動
手
段
を
確
保

（達
成
）

目
標
達
成
の
要
因
：令
和
5年

11
月
か
ら
旧
関
山
ル
ー
ト
の
経

路
の
一
部
を
運
行
範
囲
と
し
た

た
め
、
経
常
経
費
は
増
加
し
た

が
、
運
送
収
入
も
増
加
し
た
た

め
、
ト
ー
タ
ル
で
収
支
率
が
改

善
し
た
。
（経
常
経
費
前
年
度

比
＋
57
千
円
・運
送
収
入
前
年

度
比
＋
12
2千
円
・収
支
率
前

年
度
比
＋
2.
4%
）

本
路
線
は
、
令
和
7年
3月
末
で
運

行
は
終
了
す
る
と
と
も
に
、
令
和
7

年
4月
か
ら
は
、
住
民
団
体
に
よ
る

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
を
実
施
す

る
こ
と
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
本
路
線
の
運
行
期
間

中
は
、
引
き
続
き
沿
線
の
中
学
生

や
高
齢
者
を
中
心
に
利
用
者
の
移

動
手
段
の
維
持
確
保
に
努
め
、
令

和
7年
4月
の
運
行
形
態
の
転
換
に

際
し
て
は
、
支
障
が
な
い
よ
う
、
本

路
線
の
利
用
者
を
中
心
と
し
た
住

民
へ
の
周
知
を
徹
底
す
る
。
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別
添
１

令
和
　
　
年
　
　
月
　
　
日

協
議
会
名
：

上
越
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

評
価
対
象
事
業
名
：

地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
確
保
維
持
費
国
庫
補
助
金

①
補
助
対
象
事
業
者
等

②
事
業
概
要

③
前
回
（又
は
類
似
事
業
）の

事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

⑥
事
業
の
今
後
の
改
善
点

（特
記
事
項
を
含
む
）

地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
・
事
業
評
価
（
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
に
基
づ
く
事
業
）

④
事
業
実
施
の
適
切
性

⑤
目
標
・効
果
達
成
状
況

く
び
き
野
バ
ス
(株
)

運
行
路
線
：真
砂
線

高
田
駅
前
～
真
砂
寺
前
～
三
和
体

育
館

鉄
道
（高
田
駅
）と
の
接
続
に
配
慮

し
た
ダ
イ
ヤ
を
設
定
し
、
沿
線
住
民

の
移
動
手
段
を
維
持
確
保
し
た
。

三
和
区
総
合
事
務
所
と
連
携
し
、

お
得
な
乗
車
券
の
情
報
や
バ
ス
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
等
を
事
務
所

だ
よ
り
や
チ
ラ
シ
に
よ
り
周
知
し
利

用
促
進
を
図
っ
た
。

Ａ
事
業
が
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
と
お
り
、
適
切
に
実
施
さ
れ

た
。

Ａ

目
標
：前
年
度
収
支
率
よ
り
改

善
も
し
く
は
維
持
す
る
。

前
年
度
17
.4
％
に
対
し
て
実
績

19
.8
％
（達
成
）

事
業
効
果
：路
線
維
持
に
よ

り
、
沿
線
住
民
及
び
学
生
等
の

移
動
手
段
を
確
保
（達
成
）

目
標
達
成
の
要
因
：燃
料
費
や

修
繕
費
等
の
高
止
ま
り
に
よ

り
、
運
行
経
費
は
増
加
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
か
ら
の
回
復
に
よ

り
、
運
送
収
入
全
般
（現
金
・回

数
券
・定
期
券
）も
増
加
し
た
た

め
、
収
支
率
が
改
善
し
た
。
（経

常
経
費
前
年
度
比
＋
14
9千

円
・運
送
収
入
前
年
度
比
＋

21
6千
円
・収
支
率
前
年
度
比

＋
2.
4%
）

引
き
続
き
、
鉄
道
と
の
接
続
に
配
慮

し
た
ダ
イ
ヤ
を
維
持
す
る
こ
と
で
、

沿
線
住
民
の
移
動
手
段
の
維
持
確

保
に
努
め
る
。
ま
た
、
令
和
7
年
3
月

に
予
定
し
て
い
る
運
賃
改
定
の
実

施
と
と
も
に
、
一
部
利
用
の
少
な
い

便
の
減
便
を
検
討
す
る
等
に
よ
り
、

収
支
率
の
改
善
を
図
る
。
加
え
て
、

三
和
区
総
合
事
務
所
と
連
携
し
、

お
得
な
乗
車
券
の
情
報
や
バ
ス
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
案
内
等
を

事
務
所
だ
よ
り
や
チ
ラ
シ
に
よ
り
周

知
し
利
用
促
進
を
図
る
。

㈲
浦
川
原
タ
ク
シ
ー

運
行
路
線
：安
塚
区
予
約
型
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス

安
塚
区
全
域
及
び
虫
川
大
杉
駅

区
内
の
移
動
及
び
鉄
道
(虫
川
大

杉
駅
)や
幹
線
系
統
(安
塚
線
)へ
の

接
続
の
役
割
を
果
た
し
、
沿
線
の

高
齢
者
や
高
校
生
を
中
心
に
利
用

者
の
移
動
手
段
の
維
持
確
保
に
努

め
た
。

安
塚
区
総
合
事
務
所
と
連
携
し
、

利
用
方
法
等
、
事
務
所
だ
よ
り
や
チ

ラ
シ
に
よ
り
周
知
し
利
用
促
進
を

図
っ
た
。

Ａ
事
業
が
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
と
お
り
、
適
切
に
実
施
さ
れ

た
。

Ｃ

目
標
：前
年
度
収
支
率
(R
5.
4～

9)
よ
り
改
善
も
し
く
は
維
持
す

る
。

前
年
度
4.
1％
に
対
し
て
実
績

2.
5％
（未
達
成
）

事
業
効
果
：路
線
維
持
に
よ

り
、
沿
線
住
民
等
の
移
動
手
段

を
確
保
（達
成
）

目
標
未
達
成
の
要
因
：燃
料
費

や
修
繕
費
等
の
高
止
ま
り
に
よ

り
、
運
行
経
費
は
増
加
し
た
こ
と

に
加
え
、
定
期
的
な
利
用
者
が

減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
運
送
収

入
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

収
支
率
が
悪
化
し
た
。
（経
常

経
費
前
年
度
比
＋
8,
70
5千

円
・運
送
収
入
前
年
度
比
＋

14
6千
円
・収
支
率
前
年
度
比

▲
1.
6%
）

引
き
続
き
、
利
用
者
の
希
望
に
応
じ

た
運
行
を
維
持
し
、
沿
線
住
民
の

移
動
手
段
の
確
保
に
努
め
る
。
ま

た
、
令
和
7年
3月
に
予
定
し
て
い
る

運
賃
改
定
の
実
施
に
よ
り
、
収
支

率
の
改
善
を
図
る
。
加
え
て
、
安
塚

区
総
合
事
務
所
と
連
携
し
、
集
落

づ
く
り
推
進
員
に
よ
る
高
齢
者
世
帯

へ
の
訪
問
や
、
事
務
所
だ
よ
り
や
チ

ラ
シ
に
よ
り
利
用
方
法
等
を
周
知
し

利
用
促
進
を
図
る
。

4



別
添
１

令
和
　
　
年
　
　
月
　
　
日

協
議
会
名
：

上
越
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

評
価
対
象
事
業
名
：

地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
確
保
維
持
費
国
庫
補
助
金

①
補
助
対
象
事
業
者
等

②
事
業
概
要

③
前
回
（又
は
類
似
事
業
）の

事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

⑥
事
業
の
今
後
の
改
善
点

（特
記
事
項
を
含
む
）

地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
・
事
業
評
価
（
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
に
基
づ
く
事
業
）

④
事
業
実
施
の
適
切
性

⑤
目
標
・効
果
達
成
状
況

上
越
市

運
行
路
線
：牧
区
予
約
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス

牧
区
全
域

区
内
の
移
動
及
び
幹
線
系
統
(宮

口
線
)へ
の
接
続
の
役
割
を
果
た

し
、
沿
線
の
高
齢
者
を
中
心
に
利

用
者
の
移
動
手
段
の
維
持
確
保
に

努
め
た
。

牧
区
総
合
事
務
所
と
連
携
し
、
利

用
方
法
等
、
事
務
所
だ
よ
り
や
チ
ラ

シ
に
よ
り
周
知
し
利
用
促
進
を
図
っ

た
。

Ａ
事
業
が
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
と
お
り
、
適
切
に
実
施
さ
れ

た
。

Ａ

目
標
：前
年
度
収
支
率
(R
5.
4～

9)
よ
り
改
善
も
し
く
は
維
持
す

る
。

前
年
度
2.
5％
に
対
し
て
実
績

3.
8％
（達
成
）

事
業
効
果
：路
線
維
持
に
よ

り
、
沿
線
住
民
等
の
移
動
手
段

を
確
保
（達
成
）

目
標
達
成
の
要
因
：燃
料
費
や

修
繕
費
等
の
高
止
ま
り
に
よ

り
、
運
行
経
費
は
増
加
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
か
ら
の
回
復
や

利
用
促
進
の
た
め
の
周
知
を

継
続
的
に
実
施
し
た
こ
と
に
よ

り
、
運
送
収
入
が
増
加
し
た
た

め
、
収
支
率
が
改
善
し
た
。
（経

常
経
費
前
年
度
比
＋
6,
86
0千

円
・運
送
収
入
前
年
度
比
＋

32
8千
円
・収
支
率
前
年
度
比

＋
1.
3%
）

引
き
続
き
、
利
用
者
の
希
望
に
応
じ

た
運
行
を
維
持
し
、
沿
線
住
民
の

移
動
手
段
の
確
保
に
努
め
る
。
ま

た
、
牧
区
総
合
事
務
所
と
連
携
し
、

利
用
方
法
等
を
事
務
所
だ
よ
り
や

チ
ラ
シ
に
よ
り
周
知
し
利
用
促
進
を

図
る
。
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地
域
の
交
通
の
目
指
す
姿

（事
業
実
施
の
目
的
・必
要
性
）

上
越
市
で
は
、
鉄
道
（え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
妙
高
は
ね
う
ま
ラ
イ
ン
及
び
日
本
海
ひ
す
い
ラ
イ
ン
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
信
越
本
線
、
北
越
急

行
ほ
く
ほ
く
線
）の
ほ
か
、
当
市
と
周
辺
自
治
体
を
、
ま
た
、
鉄
道
の
な
い
郊
外
エ
リ
ア
と
市
街
地
を
結
ぶ
一
部
の
幹
線
的
バ
ス
系
統

を
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
骨
格
に
位
置
付
け
、
そ
の
他
の
路
線
バ
ス
系
統
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
交
通
空
白
地
有
償
運
送
）
と

接
続
さ
せ
る
こ
と
で
、
効
率
性
を
考
慮
し
な
が
ら
も
、
使
い
勝
手
の
よ
い
階
層
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
進
め
る
と
と
も

に
、
生
活
交
通
の
維
持
・確
保
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
令
和
6年
4月
か
ら
浦
川
原
区
及
び
大
島
区
に
お
い
て
予
約
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
を
開
始
し
た
ほ
か
、
既
存
の
バ
ス
路
線
等
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
運
行
形
態
へ
と
見
直
し
等
を
進
め
た
。

別
添
１
－
２

事
業
実
施
と
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
と
の
関
連
に
つ
い
て

令
和
　
　
年
　
　
月
　
　
日

協
議
会
名
：

上
越
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

評
価
対
象
事
業
名
：

地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
確
保
維
持
費
国
庫
補
助
金
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市営バスの運賃改定について 

 

 

１ 要旨 

  市内の路線バスについては、利用者数の減少や物価・エネルギー価格高騰に伴う収支状

況の悪化により、安定的に運行を継続していくことが困難になってきていることから、令

和 7 年 3 月 1 日に運賃値上げを予定している。路線バスの運賃改定に伴い、市営バスにお

いても、路線バス利用者との負担の均衡を考慮し、令和 7 年 4 月１日に運賃を値上げする

こととして協議を行うもの。 

 

２ 運賃改定の内容 

 ⑴ 対 象 路 線  大島区予約型コミュニティバス、牧区予約型コミュニティバス、 

          大池線（頸城区）、櫛池線（清里区）、東飛山線（名立区） 

 ⑵ 値上の時期  令和 7年 4月 1日 

 ⑶ 改定前後の運賃及び改定額 

 ・普通旅客運賃 

現 行 改定後 

大人 200円 大人      300円  

 中学生・高校生 200円 

小児 100円 小学生     100円  

・回数旅客運賃 

現 行 改定後 

100円券 11枚つづり 1,000円 100円券 11枚つづり 1,000円 

200円券 11枚つづり 2,000円 200円券 11枚つづり 2,000円 

― 300円券 11枚つづり 3,000円 

・定期旅客運賃・・・資料 1（資料 P1）のとおり 

  ※その他旅客運賃の割引については、改定後の普通旅客運賃及び定期旅客運賃を元に現

行の割引率を準用して算出するものとする 

 

３ 意見募集の実施について 

 ⑴ 市広報等への情報掲載を通じた意見募集 

  ・ 期  間  令和 6年 9月 25日㈬から 10月 24日㈭ 

  ・ 応募方法  意見書様式に必要事項を記入し、メール、ＦＡＸまたは直接、交通政

策課に提出 

  ・ 結  果  意見：1件・・・資料 9（資料 P26）のとおり 

 ⑵ （参考）地区公共交通懇話会の開催による意見聴取 

  ・ 会議開催  浦川原区公共交通懇話会ほか 10地区の懇話会 

  ・ 結  果  意見：11件・・・資料 10（資料 P27）のとおり 

協議事項 

議案第 2号 

7



 

 

 

岡沢・稲荷山ルートの廃止と中郷区における互助による輸送の取組について 

 

１ 要旨 

  中郷区内を運行している乗合タクシー「岡沢・稲荷山ルート（岡沢・稲荷山～妙高

市新井地区）」について、路線廃止とその後に運行予定の互助による輸送の取組につ

いて、協議を行うもの。 

 

２ 第2次上越市総合公共交通計画（後期再編計画）における岡沢・稲荷山ルートの評

価結果（令和4年度実績）と再編の方向性について 

 岡沢ルート 関山ルート 

利用者数 2,405人 1,811人 

1便当たりの利用者数 0.9人 0.9人 

利用状況に基づく評価 Ⅰ路線廃止・互助への転換 Ⅰ路線廃止・互助への転換 

 

№ 路線名 区分 
主な再編 

時期 
再編の方向性 

1 岡沢ルート 支線 

R7年4月 

・令和5年10月から令和6年9月までの1便当

たりの利用者数が1.0人を上回らない場合

は、令和7年4月を目途に路線を廃止し、互

助による輸送への転換を検討 
2 稲荷山ルート 支線 

（参考）岡沢・稲荷山ルートの運行区域図 資料 2（資料 P3） 

 

３ 岡沢・稲荷山ルートの利用状況(令和 5年 10月～令和 6年 9月)と再編方針について 

利用者数 2,693人 

1便当たりの利用者数 1.0人 

現在の利用状況に基づく評価 Ⅱ運行形態の転換等 

   ○廃止判定ではないが、運行事業者の撤退や運行ルートの縮小等、利用者にとっ

ての利便性が低下しているため、令和 7年 3月末に岡沢・稲荷山ルートの運行を

終了し、互助による輸送に移行する。 

   

４ 中郷区における互助による輸送の取組について 

  資料 3（資料 P5）のとおり 

５ その他 

・岡沢・稲荷山ルートの廃止について、ご承認いただいた後、会則第11条第2項の規

定に基づき、協議が調ったことの証明書を発行します。 

・中郷区における互助による輸送については、今後の検討を経て運行計画の詳細を具

体化し、令和7年2月末までに県へ自家用有償旅客運送の新規登録申請を行う予定で

す。（詳細な運行計画については、令和7年2月に実施予定の活性化協議会にて協議

予定です。） 

協議事項 

議案第 3号 
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令和 6 年度（令和 5 年 10 月～令和 6 年 9 月）の 

路線バス等の利用状況について 

 
１ 要旨 

令和6年度（令和5年10月～令和6年9月）の利用者数等の実績の集計結果について
報告を行うもの。 

 
２ 対象路線及び集計期間 

⑴ バス運行対策費補助金の補助対象路線 

……令和6補助年度（令和5年10月～令和6年9月） 

⑵ 上越市が実施する自家用有償旅客運送（市営バス） 

……令和5会計年度（令和5年4月～令和6年3月） 

 
３ 集計結果（概要） 
⑴ バス運行対策費補助金の補助対象路線 

年度 
（路線数） 

令和 4 補助年度 
（50） 

令和 5 補助年度 
（41） 

令和 6 補助年度 
（37） 

利用者数 958,165 人 931,959 人 963,120 人 

前年度比 － 
▲26,206 人 

▲2.7％ 

＋31,161 人 

＋3.3％ 

前年度と比べて 
利用者数が増加／ 
減少した路線数 

－ 

・増加：17 路線 
・減少：23 路線 
・新設： 1 路線 
※廃止：10 路線 

・増加：22 路線 
・減少：15 路線 
※廃止： 4 路線 

⑵ 上越市が実施する自家用有償旅客運送（市営バス） 

年度 
(運行している区の数) 

令和 3 会計年度 
（7） 

令和 4 会計年度 
（7） 

令和 5 会計年度 
（6） 

利用者数 111,535 人 103,135 人 86,638 人 

前年度比 － 
▲8,400 人 

▲7.5％ 
▲16,497 人 

▲16.0％ 

前年度と比べて 
利用者数が増加／ 

減少した区 
－ 

・増加：安塚区 
・減少：大島区、

牧区、頸城区、
板 倉 区 、 清 里
区、名立区 

・減少：大島区、
牧区、頸城区、
板 倉 区 、 清 里
区、名立区 

※安塚区は、令和
4年度末で市営
バス(スクール
混乗)の運行を

終了 

 ※小・中学生のスクールバス利用を含む 

 

【資 料】 

・路線バス等の利用状況について・・・・・・・・・・資料 5(資料 P13) 
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第 3 回上越市地域公共交通運賃等協議会の協議結果について 

 

１ 要旨 

  道路運送法第 9 条第 4 項の規定に基づき設定した運賃（協議運賃）の額等の改定につい

て協議するため、下記のとおり上越市地域公共交通運賃等協議会を開催したことから、そ

の結果について報告するもの。 

 

２ 開催及び協議の概要 

 ⑴ 開催方法及び結果 

№ 事業者 協議形式 開催日 結果 

1 頸城自動車㈱ 対面 R6.12. 2 全委員異議なし、原案を承認 

2 くびき野バス㈱ 書面 

R6.12. 2～12. 9 

（同上） 

3 頸南バス㈱ 書面 （同上） 

4 ㈲浦川原タクシー 書面 （同上） 

5 頸北観光バス㈱ 書面 
R6.12.13～12.20 

（同上） 

6 東頸バス㈱ 書面 （同上） 

 

 ⑵ 協議内容 

  ① 議題  協議運賃路線における運賃の改定について 

  ② 要旨   市内の路線バスについては、利用者数の減少や物価・エネルギー価格高

騰に伴う収支状況の悪化により、安定的に運行を継続していくことが困難

になってきている。 

         こうした中、バス事業者等から、日常生活を支える移動手段を維持・確

保するため、協議運賃路線に係る運賃の値上げについて申し出があったこ

とから、道路運送法第 9 条第 4 項に基づく協議を行うもの。 

  ③ 運賃改定の内容 

   ア 距離制運賃の路線 

    1) 対象路線   上越大通り線 他 42 路線（資料 6（資料 P15～P19）のとおり） 

    2) 値上の時期  令和 7 年 3 月 1 日 

    3) 値上げ率   平均 15％程度 

    4) 初乗り運賃  大人 190 円（現行 160 円）、小児 100 円（現行 80 円） 

    5) 改定前後の運賃及び改定額（下表及び資料 7（資料 P21）のとおり） 

改定前運賃 改定後運賃 改定額 

100 円 100 円 改定なし 

160 円 ～ 230 円 190 円 ～ 260 円 ＋30 円 

240 円 ～ 290 円 280 円 ～ 330 円 ＋40 円 

300 円 ～ 360 円 350 円 ～ 410 円 ＋50 円 

370 円 ～ 430 円 430 円 ～ 490 円 ＋60 円 

440 円 ～ 000 円 510 円 ～ 000 円 ＋70 円 
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   イ 均一制運賃の路線① 

    1) 対象路線   安塚区及び浦川原区予約型コミュニティバス 

                         （資料 6（資料 P19・20）のとおり） 

    2) 値上の時期  令和 7 年 3 月 1 日 

    3) 改定前後の運賃及び改定額 

改定前運賃 改定後運賃 改定額 

大人 200 円 大人      300 円 ＋100 円 

 中学生・高校生 200 円 据置き 

小人 100 円 小学生     100 円 据置き 

 

   ウ 均一制運賃の路線② 

    1) 対象路線   犀潟駅線 他 3 路線（資料 6（資料 P17）のとおり） 

    2) 値上の時期  令和 7 年 3 月 1 日 

    3) 改定前後の運賃及び改定額 

改定前運賃 改定後運賃 改定額 

大人 210 円 大人      300 円 ＋90 円 

 中学生・高校生 210 円 据置き 

小人 110 円 小学生     110 円 据置き 

 

   エ ア～ウ共通 

    1) 営業割引乗車券の額（資料 8（資料 P23）のとおり） 

      ※ ただし、安塚区予約型コミュニティバスを除く 

 

 ⑶ 意見募集の実施について 

  ① 市広報等への情報掲載を通じた意見募集 

   ・ 期  間  令和 6 年 9 月 25 日㈬から 10 月 24 日㈭ 及び 令和 6 年 11 月 22 日

㈮から 12 月 5 日㈭ 

   ・ 応募方法  意見書様式に必要事項を記入し、メール、ＦＡＸまたは直接、交通

政策課に提出 

   ・ 結  果  意見：2 件（資料 9（資料 P25）のとおり） 

 

  ② （参考）地区公共交通懇話会の開催による意見聴取 

   ・ 会議開催  浦川原区公共交通懇話会ほか 10 地区の懇話会 

   ・ 結  果  意見：11 件（意見は、資料 10（資料 P27）のとおり） 

 

４ その他 

  ・本議案については、上越市地域公共交通運賃等協議会設置規定第 9 条第 2 項の規定に

基づき、協議が調ったことの証明書を発行します。 

  ・資料 6 （資料 P15～P20）の協議運賃路線以外の路線（謙信公大通り線、上越病院線、

佐渡汽船連絡バス）についても、前頁⑵と同様の運賃改定を行う予定です。 


